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決算発表のポイント

• 前回公表した業績予想を据え置き、増収増益の計画

■2027年３月期 第1四半期 連結業績

■2027年3月期 通期 連結業績予想

■株主還元

• 楽器教育事業は欧州を中心に鍵盤楽器販売が増加し、増収・損失改善
• 素材加工事業およびその他事業の受注減少により、連結では減収となるも

営業損失は改善

• 2027年3月期の配当は、1株当たり95円を維持
• 累進配当と総還元性向50％以上を継続する
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2027年3月期第1四半期
連結業績
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2027年3月期第1四半期 連結業績概要
素材加工事業およびその他事業の減収により売上高は前年同期を下回ったものの、
楽器教育事業における鍵盤楽器販売の増加などにより営業損失は改善

〔単位：億円〕

※ 四半期純利益は親会社株主に帰属する四半期純利益です。

2026年3月期
第1四半期実績

2027年3月期
第1四半期実績 前年比

売上高 177.9 170.9 ▲6.9 (▲3.9%)

営業利益
(営業利益率) ▲5.0 ▲2.5 +2.4

(－)

経常利益
(経常利益率) ▲2.6 ▲1.4 +1.2

(－)

四半期純利益
(四半期純利益率) ▲1.6 ▲1.1 +0.5

(－)

為替レート・為替影響（営業利益）
通貨 前期 当期 変動

USD/JPY 152.6 156.9 +4.3円
感応度：▲20百万円 ※1円 円安変動での年間影響度
EUR/JPY 160.5 183.7 +23.2円
感応度：+29百万円 ※1円 円安変動での年間影響度

為替影響合計（営業利益） 約＋2.0億円
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2027年3月期第1四半期 事業別業績

〔単位：億円〕
2026年3月期
第1四半期実績

2027年3月期
第1四半期実績 前年比

楽器教育

売上高 134.5 141.7 +7.1 (+5.3%)

営業利益 ▲7.2 ▲3.5 +3.7 ( － )

(営業利益率) (▲5.4%) (▲2.5%)

素材加工

売上高 25.8 22.0 ▲3.7 (▲14.6%)

営業利益 1.9 1.1 ▲0.8 (▲43.7%)

(営業利益率) (7.7%) (5.1%)

その他

売上高 17.5 7.1 ▲10.3 (▲59.0%)

営業利益 0.4 0.0 ▲0.4 (▲96.5%)

(営業利益率) (2.4%) (0.2%)

うち為替影響  +2.0億円

楽器教育事業は、欧州を中心とした鍵盤楽器販売の増加などにより、増収・損失改善
素材加工事業は、金属・塗装・音響の各事業で受注が減少し、減収減益
その他事業は、医療機関向けIT機器の受注減少により、減収減益
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++3.1

2027年3月期第1四半期 営業利益増減要因（楽器教育事業）
材料費や人件費等の増加があったものの、円安による為替影響、価格適正化、販売増等に
より、営業損失は改善

〔単位：億円〕
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2027年3月期第1四半期
鍵盤楽器業績
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2027年3月期第1四半期 地域別鍵盤楽器売上高実績
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2027年3月期第1四半期 ピアノ地域別売上高推移
北米および中国で減少も、日本・欧州・その他で増加
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日本およびその他で減少も、北米・欧州・中国で増加

2027年3月期第1四半期 電子ピアノ地域別売上推移

〔単位：億円〕
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日本
前期比▲1.3%

・グランドピアノは、GX・GLシリーズの販売が伸び悩んだが、
フラッグシップモデル「Shigeru Kawai」シリーズの販売が増加

・アップライトピアノは、主力のKシリーズの販売が好調
・電子ピアノは普及価格帯を中心とした市場競争の激化により販売が減少

北米
前期比 +3.1%

・NAMMショーでのプロモーション効果により、既存ディーラーからの受注回復
・前期新設した直営店2店舗（デンバー店、セントルイス店）での販売がスタート

欧州
前期比＋22.0％

・デジタルマーケティングの強化により、アップライトピアノおよび電子ピアノの
販売が増加

・商流統一による価格適正化を進めたため、売上増加につながる

中国
前期比▲4.9%

・アコースティックピアノは、市場全体で在庫過剰な状況が続くなか、
価格競争の激化により販売低迷が継続

・電子ピアノは、市場回復傾向が見られるなか、デジタルマーケティングの強化や
旧正月セールの実施などにより販売が増加

その他
前期比＋23.0%

・オーストラリアでは、直営店新設効果および販売プロモーション強化などにより、
アコースティックピアノを中心に販売が増加

・新興国では、販路開拓を進める中南米・中近東で販売が増加

2027年3月期第1四半期 鍵盤楽器販売 地域別概況
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2027年3月期
連結業績計画
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2027年3月期 連結業績計画 概要
主力の鍵盤楽器販売が堅調に推移しているため、前回公表した業績予想を据え置き

〔単位：億円〕

※ 当期純利益は親会社株主に帰属する当期純利益です。

2026年3月期
通期実績

2027年3月期
通期計画 前年比

売上高 720.4 800.0 +79.6 (+11.0%)

営業利益
(営業利益率)

1.1
(0.2%)

18.0
(2.3%)

+16.9
(－)

経常利益
(経常利益率)

9.5
(1.3%)

19.0
(2.4%)

+9.5
(99.4%)

当期純利益
(当期純利益率)

11.4
(1.6%)

16.0
(2.0%)

+4.6
(40.1%)

ROE 2.5% 3.4% －

為替レート・為替影響（営業利益）
通貨 前期 当期 変動

USD/JPY 149.7 155.0 +5.3円
感応度：▲20百万円 ※1円 円安変動での影響度
EUR/JPY 169.0 185.0 +16.0円
感応度：+29百万円 ※1円 円安変動での影響度
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2027年3月期 事業別業績計画
楽器教育は楽器生産、販売が回復基調となり増収増益、素材加工は自動車関連の受注減少に
より減収減益の計画

〔単位：億円〕
2026年3月期
通期実績

2027年3月期
通期計画 前年比

楽器教育

売上高 564.9 658.0 + 93.1 (+16.5%)

営業利益 ▲8.5 12.0 + 20.5 (    － )

(営業利益率) (▲1.5%) (1.8%) －

素材加工

売上高 103.4 89.0 ▲14.4 (▲13.9%)

営業利益 7.5 4.0 ▲3.5 (▲46.7%)

(営業利益率) (7.3%) (4.5%) －

その他

売上高 52.1 53.0 +0.9 (+1.7%)

営業利益 2.7 2.5 ▲0.2 (▲7.4%)

(営業利益率) (5.2%) (4.7%) －
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2027年3月期
鍵盤楽器販売計画
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2027年3月期 地域別鍵盤楽器売上高計画
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共通
・グランドピアノのグレードアップ製品の投入により、高付加価値化と

リブランディングを加速
・アップライトピアノのフラッグシップモデル「マスターシリーズ」を海外で発売
・電子ピアノCXラインのリブランディング

日本
前期比 +23.3％

・国際ピアノコンクールでのプレゼンス向上を受け「Shigeru Kawai」シリーズの
リブランディングを実施し、さらなる販売拡大を図る

・国内販売体制を10年ぶりに刷新し、地域に即した販売体制とする
・準旗艦店クラスの直営店をリニューアル、顧客との接点強化 (川口、群馬、金沢）

北米
前期比 +25.4%

・直営店の新設による販売力強化（デンバー店、セントルイス店）
・新規ディーラーの開拓
・電子ピアノ拡販に向けたECディーラー強化と、量販店等販売ルートの開拓
・ブランドと商品認知度向上のためのデジタルマーケティングの強化

欧州
前期比 +33.7%

・価格適正化による利益率向上
・北欧および中東欧への新規販売網の開拓
・既存ディーラーの販売拡大支援促進（店舗展示品の調律整備等）
・音楽学校への試弾やレンタル販売などの施策促進
・ブランドと商品認知度向上のためのデジタルマーケティングの強化

中国
前期比 +12.6%

・音楽大学との関係性構築による、グランドピアノ販売強化
・ピアニストやピアノ指導者に向けたマスタークラス開催、ブランド認知拡大
・活性化している電子ピアノ市場への安定した供給

その他
前期比 +44.7%

・オーストラリア直営店でのピアノ指導者との関係構築による認知度向上と販売拡大
・メキシコ、ブラジル、アルゼンチンをはじめとした中南米での販路拡大
・東アジア（韓国、台湾）の音楽大学での認知度拡大に向けた、地域コンクール

への積極参加
・東南アジアでの音楽教室を活用した販路拡大

2027年3月期 鍵盤楽器販売 地域別戦略
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株主還元
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2026年3月期の1株当たり配当金は95円、2027年3月期についても95円を予定
今後も累進配当と総還元性向50％以上を継続

（予想）
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第8次中期経営計画
『KAWAI 十年の計』達成に向けて
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KAWAI 十年の計 鍵盤楽器成長戦略

• 電子ピアノの生産能力強化を目的とした新第3工場を竣工
• 省力化・自動化設備を導入により、生産効率向上と品質管理体制を強化
• 敷地面積は旧工場の約2.5倍、生産能力は約2倍に拡大
• ポータブルモデルからハイブリッドモデルまで幅広い製品の生産に対応
• 電子ピアノ事業の中核拠点として、グローバル市場への供給体制をさらに強化

■電子ピアノ増産に向けてインドネシアで新工場稼働

電子ピアノ CXラインカワイインドネシア新第3工場 外観
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KAWAI 十年の計 鍵盤楽器成長戦略
■北米で直営店2店舗を増設し、販売体制を強化

→主要市場における顧客接点拡大を推進

カワイ セントルイス カワイ デンバー
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KAWAI 十年の計 鍵盤楽器成長戦略

• 地域に即した販売体制の強化を推進
• ブランド価値向上に向けた店舗展開を推進
• 中長期的な販売基盤の強化を推進

■準旗艦店を新設し国内販売網を拡充

カワイ金沢

カワイ川口

カワイ群馬
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KAWAI 十年の計 鍵盤楽器成長戦略

• フラッグシップグランドピアノ「Shigeru Kawai」で培った
最新技術・ノウハウをGXシリーズへ展開

• 新開発の「デュアル・ピボット・ダンパー機構」を採用し、演奏表現力を向上
• 競争力強化と顧客評価向上を推進

■主力グランドピアノ「GXシリーズ」をグレードアップ
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『ピアノのたね100』未来へつなぐ音楽の輪

創立100周年記念事業「ピアノのたね100」では、選考を経て全国100園の寄贈
先を決定しました。対象園へのピアノ寄贈を順次開始し、子どもたちが音楽や
ピアノに触れる機会の創出を通じて、音楽文化の発展に貢献してまいります。
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体育教室事業の海外展開を推進

インドネシアでの開講に向けて、複数の幼稚園や小学校でデモ
レッスンを開催。子どもや保護者から高い関心が得られました。
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株主との対話強化に向けた取り組み

株主優待で竜洋工場視察会を選択された株主を招待し、製造現場の見学や技術の
紹介を通じて、当社ブランドへの理解促進と信頼関係の強化に取り組みました。

■株主優待を通じて、KAWAIの音楽・製品・ものづくりを体感

音楽教室おためしレッスン券 コンサートご招待 ピアノ調律割引券 竜洋工場視察会

■竜洋工場視察会を開催し、株主との対話・交流の充実を図る



世界のピアニストから選ばれるKAWAIピアノ

ブランド価値を向上させる
とともに、企業価値の向上
を目指してまいります。

ズートン・ワン（中国）

ヴィンセント・オン（マレーシア）

エリック・ルー（米国）
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本資料に記述されている当社の業績予想、将来予測なとば、当社が作成時点で入手可能な情報に基つい゙て判断したものてあ゙り、経済情勢、
販売競争の激化、知的財産権に関するリスクなと、゙様々な外部要因・ 内部要因の変化により、実際の業績、成果はこれら見通しと大きく異
なる結果となる可能性があります。
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